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 むかし、むかし、中山道

すじの「うぬま」という所

に「はだか武兵」と言う男

がおりました。 
若い頃から酒が大好きで 
いつもぐうたらぐうたらよ

っていました。あまり飲ん

ではあばれて、らんぼうす

るので村の人にもきらわれ、

とうとう家におれん様にな

ってしまいました。 
それで東海道の雲助になっ

て、あばれん坊でくらして

おりました。おまけにはだ

かでくらしておりました。 
 
 
 
 
 
 



 それから何年かたって中

山道の雲助をつづけながら、

とうとう中津川の宿場
しゅくば

へた

どりつきました。 
静かで平和なこの宿場が気

に入ったのか茶屋坂という

ところに小屋を建てて住む

ようになりました。 
これから武兵はえらい人気

者になるのでございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  武兵という男は生まれ
つきのすごい力持ちでの。

その上にどんな寒い日でも

はだかでえっちゅう一つ。

雲助仲間もおどろいたのな

んの。酒はめっぽう強くて、

力持ち、その上にすっぱだ

か、木曽街道の雲助仲間も

いちもくおいていた。 
「はだかの兄き」といわれ

て評ばんやったそうな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ある時、武兵は木曽へお

客を乗せていって一パイの

んだら日がくれちまった。

そこで仕方ないから木曽街

道の須原
す は ら

という宿場でお宮

の拝殿にとまったんや。 
その時とても不思議なこと

に武兵は出会ったとお。 
拝殿に白いひげのやせたじ

いさまがとまとっての。 
たいくつなもんで二人がい

ろんな話しとっての。 
そうしたら、じいさまがの

「おれは疫病
やくびょう

神
がみ

やけんど

よう、ひとつおまえと兄弟

分になろやないか」と 
いったんやとの。 
「兄弟分になってどうするんじゃ」と武兵がいうとの「おれがなあ、どんな家におってもおまえがきたらきっとにげてい

くことにするわ」といったもんでの武兵はこれはおもしろいじいさまやと兄弟分とやくそくしたんやっての。  
 
 



 あくる日、武兵はじいさ

まと二人で歩いて中津の

宿
しゅく

に入ってふと気がつい

てみると白いひげのじいさ

まはおらんようになってし

まっての。 
武兵は 
「ふしぎなこった。ふしぎ

なこった。」とみちみちブツ

ブツとひとり言いいながら

帰って来たんやっての。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 そんなことがあってから、

しばらくたった或る日のこ

と、仲間の雲助がひどい熱

病にかかっての。 
それを聞いた武兵が白いひ

げのじいさまのことをふっ

と思い出して、ためしてみ

ようかなと雲助の家へいっ

たんだとの。 
そうしたら次の朝、あんな

に高かった熱がうそみたい

にすっかりさがってしまっ

たんやとの。 
おどろいたわけや。 
こんな不思議なことが二へ

んも三べんもあったもんや

から、いつのまにか、はだ

かの武兵は熱病をなおすとえらいひょうばんになっての、遠いとこからもたのみにくるようになっだとお。 
 
 
 



 それから何年もたった或る冬

の日、中山道の大久手
お お く て

の宿でえら

い大さわぎがおこっての。 
それはあるお殿様のおひめさま

が江戸へいく途中で病気になら

れての。 
それがまたひどい熱病で御うば

さまもお女中も心配で心配でお

ろおろしちまったそうでの。 
ごきとうしてもらうやら、お百度

ふんでもどうにもようならんか

っての。 
熱にうなされたおひめさまを見

守るだけやったそうや。 
 
 
 
 
 
 
 



 それで、おつきの家老は

困ってしまっての。 
近所近ぺんのお医者さまも

「すまん、すまん、わしの

手にはおえん」といってさ

じをなげてしまっての。 
おんばさまもおばばさまも

どうしてもおひめさまをな

おして上げたいとまた氏神

さまにお百度ふんでおがん

だけれどいっこうにような

らんかっての。だんだん重

うなるばっかりやったとお。 
六日目の朝になって宿場の

人夫がしらが家老のところ

へやってきての。 
「おしかりを受けるかも知

れませんが中津川の宿にえ

き病をなおすはだか武兵という雲助がおります。身分はいやしいものですがえらいひょうばんもんです。 
このものをお召しになってはいかがなもんで」とおそるおそる申し上げたそうな。 
 



 家老はおひめさまの病気は

悪うなるばかりで大勢のお医

者さまにもみはなされ、ごまを

たいてのごきとうもなんのき

きめもなくての。 
困りきっておられたそうな。 
もうこうなったら身分のこと

などいっておれんと、早速家来

にいったとの。 
「よし、はようそれをよべ」 
すぐさま家来と人夫がしらが

中津川宿のはだか武兵のとこ

ろへとんでいったとか。 
その日は寒い日でひとりもん

の武兵は薄ぐらい小屋の中で

夕飯でもと思っとった。 
人夫がしらが大声で「はだか武兵とはおまえか。大久手の宿でおひめさまが大変な熱病でおくるしみだ。はよう来てくれ。」 
とたのんだが武兵はだまっていっこう出かけようとはせんのや。黙ってめし食っとった。いらいらした家来は刀をぬいて

「おい、武兵おれたちのたのみがきけんのか」とおどかしたそうや。武兵は知らんかおして黙っておったとお。おどいて

もあかんかった。しかたがないから人夫がしらが近くに住んでいるおとくばあさんとこへたのみにいったら「なあに、む

りやりつれていきんされ」といったんや。それで家来と人夫がしらはむりやりにかごにおしこんでとんで帰ったやと。 



 大久手に着いた武兵を見

て家老や家来はあっとおど

ろいての。 
雪降りの寒い日に、えっ中

一つのまっぱだかでの。 
黒光りのする体はきん肉が

もりもりともり上がっとっ

て、とてもつよくたくまし

くみえての。 
家老も武兵のはだかにびっ

くらした。でも大じなおひ

めさまの病気の方が心配で

さっそくおへやへ案内した

とお。 
武兵がおひめさまのへやへ

入ってから、しばらくたつ

と一番どりが鳴いた。 
それでもおひめさまのへやからはなんにも聞こえんのや。しいんとしとる。 
家老は困った。困っちまった。 
おひめさまのへやへ雲助ひとり、それもはだかの武兵を入れたんだから。 
ふすまの前をいったり来たり心配で心配でたまらんかったんやの。うろうろ、うろうろ。 



 家老もおうばさまも家来

衆もどうなることかとじっ

と耳をすましておいでた。 
その時にの、へやの中から

かすかに「うーん」という

おひめさまのうめき声が聞

こえたんや。 
「これは一大事」とばかり

に家老がサッと戸をあけた。 
あけてみてびっくらこいた。 
おひめさまがにこっと笑っ

た。 
おひめさまの病気はすっか

りようなっとったとお。 
家老は腰がぬけるほどびっ

くりした。 
やくそく通り、えき病神の

じいさまが武兵をみておど

ろいてにげていっちまった。 
 
 



 家老はよろこんだのなん

のおおよろこび。 
「武兵、おてがらじゃ。お

てがらじゃ。ほうびはのぞ

み通りにあたえるぞ。何が

ええ。たんといえ。なんで

もいいぞ。」といったけど、 
武兵は「わしはごらんの通

りのはだか武兵です。何に

もいりません」といっただ

けでブスッとだまってさっ

さと中津川の宿に帰ってし

まったと。 
なんにももらわなんだ武兵

にみんなおどろいたそうな。 
そのあくる日の十二月一日、

その日はめずらしく晴れて

春のようなぬくい日での。 
おひめさまの行列は十日ぶりで大久手の宿を江戸へとにこやかにおたちになったとお。 
 
 



 それからは大変じゃッた。 
「はだか武兵の兄さがおひ

めさまの病気を一晩でなお

したぞな」 
近所かいわいで大ひょうば

んになったそうな。 
それからはどこやらのじじ

さまがやんでおいでだ。 
となりのあねさが病気だと

ひっぱりだこになったとお。 
おかげでえき病神は入った

らにげし大いそがし、 
ますますやせてますます細

うなったそうな。 
 
 
 
 
 
 
 



 一そうどうも二そうどう

もあっても中山道はかわり

なし。 
おじぞうさまはいつも黙っ

て旅人を見送った。 
かごやがとんだ。 
ひきゃくが走った。 
中山道はずっとずっといつ

までもつづく。 
そして今はおかごの行れつ

はないけどくるまの行れつ

は今もつづいています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 それからのはだか武兵は

亡くなってからも村の人た

ちからうやまわれて、おや

しろをつくってまつられた

んだとお。のんだくれの武

兵は人だすけの神さまにな

ったんだとお。 
今でも中津川の旭が丘園に

まつられていての。 
石ひの前に船形の石がおい

てあるんじゃ。この石をた

たくと、チンチンと金のよ

うな音がするもんでの。 
昔からチンチン石といっと

るけどな。 
悪い病がはやる時にゃ、お

まいりして自分の年のかず

だけチンチンと石をたたくと病気にかからんといっての、今でもおまいりするんじゃとか。 
武兵はえらい人やったんや。 
ハイ、ありがとうございました。 
みなさんも一度おまいりしてみて下さい。私もそのうちおまいりしてみたいです。 


